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維
新
政
府
は
、
明
治
三
年
十
一
月
大
蔵
少
輔
伊
藤
博
文
を
中
心
と
す
る
財
政
経
済
調
査
団
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
て
、
ョ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
、
ア
メ
リ
カ
等
の
貨
幣
制
度
を
調
査
せ
し
め
、
あ
る
い
は
そ
の
問
題
に
関
す
る
識
者
の
意
見
を
推
問
せ
し
め
た
。
そ
の
結
果
将

来
多
く
の
国
々
が
金
貨
を
も
っ
て
本
位
と
し
、
銀
貨
は
補
助
貨
幣
と
し
て
用
い
る
貨
幣
制
度
に
移
る
よ
う
に
な
る
の
が
普
通
の
正
理

で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、
明
治
四
年
五
月
、
明
治
政
府
は
「
一
円
金
ヲ
以
テ
原
貨
ト
定
メ
」
二
十
円
、
十
円
、
五
円
、
二
円
、

一
円
の
金
貨
を
無
制
限
法
貨
と
す
る
金
貨
本
位
制
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
政
府
に
お
け
る
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
西
欧
の
文
明
国
が
い
ま
だ
実
施
す
る
の
に
苦
慮
し
て
い
る
金
本
位
制
度
を
わ
が
国

が
採
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
東
洋
の
一
小
島
に
於
て
早
く
著
鞭
い
た
し
候
儀
に
て
真
に
痛
快
此
事
に
御
座
候
」
と
、
後
進
経
済
国

の
経
済
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
要
因
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
烈
さ
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
基
盤
と
す
る
経
済
発
展
の
意
欲
を
満
足
せ
し
め
た
貨
幣
制
度
も
、
わ
ず
か
七
年
を
経
た
時
に
は
、
東
洋

　
　
　
わ
が
国
に
お
け
る
銀
本
位
制
時
代
の
通
貨
問
題
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諸
国
の
多
く
が
銀
貨
を
使
用
す
る
中
に
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
み
が
独
り
金
貨
本
位
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由

で
変
革
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
一
年
五
月
に
貿
易
銀
を
租
税
其
他
公
私
の
取
引
上
に
一
般
に

通
用
せ
し
め
、
そ
の
受
払
高
に
制
限
の
な
い
も
の
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
貿
易
銀
は
一
円
金
貨
と
同
等
の
本
位
貨
幣

と
し
て
の
資
格
を
具
へ
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
法
制
上
金
銀
複
本
位
制
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
こ
の
複
本
位

制
に
も
と
づ
く
金
銀
の
法
定
比
価
を
欧
米
に
お
け
る
金
銀
比
価
と
比
較
す
る
と
、
わ
が
国
で
は
銀
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
わ
が
国
の
金
貨
は
通
貨
と
し
て
の
機
能
を
失
な
っ
て
、
一
種
の
商
品
の
ご
と
く
取
扱
わ
れ
る
に
至
り
、
金
貨
の
流

出
、
退
蔵
が
は
げ
し
く
な
っ
た
。
し
か
も
同
年
十
一
月
に
は
四
二
〇
グ
レ
イ
ン
の
増
量
貿
易
銀
の
鋳
造
を
止
め
て
、
こ
れ
よ
り
も
四

グ
レ
イ
ン
軽
量
の
旧
貿
易
銀
の
み
を
鋳
造
発
行
す
る
こ
と
と
し
、
つ
い
で
十
二
年
十
月
に
は
旧
貿
易
銀
を
無
制
限
法
貨
と
し
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
銀
の
造
幣
価
格
は
金
銀
の
国
際
比
価
に
く
ら
べ
て
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は
銀

の
流
入
を
容
易
に
し
、
金
の
流
出
、
退
蔵
の
傾
向
を
強
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
わ
が
国
の
金
銀
複
本
位
制
を
実
質
的
に
は
銀

本
位
制
に
移
行
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
当
時
国
内
通
貨
は
政
府
紙
幣
、
国
立
銀
行
券
等
の
不
換
紙
幣
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
本
位
貨
幣
に
定
め
ら

れ
た
旧
貿
易
銀
、
す
な
わ
ち
一
円
銀
貨
と
不
換
紙
幣
と
の
間
に
も
購
買
力
の
差
異
が
生
じ
、
一
円
銀
貨
は
国
内
取
引
に
お
い
て
は
通
貨

の
機
能
を
失
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
通
貨
価
値
の
安
定
を
は
か
る
政
策
は
、
銀
貨
と
紙
幣
と
が
平
価
に
流
通
す
る
状
態
を
実

現
す
る
こ
と
に
集
中
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
十
二
、
三
年
の
交
に
行
な
わ
れ
た
政
府
準
備
銀
貨
の
放
出
、
十
二
年
の
洋

銀
取
引
所
の
設
立
、
十
三
年
の
横
浜
正
金
銀
行
設
立
等
の
施
策
は
す
べ
て
銀
価
安
定
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
横
浜
正

金
銀
行
の
資
本
金
に
対
し
て
差
加
金
と
し
て
政
府
が
出
資
し
た
の
は
銀
貨
百
万
円
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
同
行
の
貸
付
業
務
も
紙
幣
を
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貸
付
け
て
銀
貨
を
も
っ
て
返
済
せ
し
め
る
方
式
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
十
五
年
十
月
日
本
銀
行
が
開
業
し
、
明
治
十
七
年
五
月
兌
換
銀
行
券
条
例
が
発
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
条
例
は
第
一
条
に

　
「
兌
換
銀
行
券
ハ
日
本
銀
行
条
例
第
十
四
条
ニ
拠
り
同
銀
行
ニ
於
テ
発
行
シ
銀
貨
ヲ
以
テ
兌
換
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
定
め
、
ま
た
第

二
条
で
「
日
本
銀
行
ハ
兌
換
銀
行
券
発
行
高
ニ
対
シ
相
当
ノ
銀
貨
ヲ
置
キ
其
引
換
準
備
ニ
充
ツ
へ
シ
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
法
副
上
金
銀
複
本
位
制
で
あ
っ
た
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
、
実
際
上
銀
貨
本
位
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

政
府
紙
幣
の
正
貨
兌
換
に
つ
い
て
も
、
明
治
十
八
年
六
月
六
日
の
布
告
に
あ
る
よ
う
に
「
十
九
年
一
月
ヨ
リ
漸
次
銀
貨
ニ
交
換
」
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
が
現
実
に
銀
貨
本
位
に
移
っ
た
こ
と
が
確
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
松
方
正
義
に
よ
っ
て
明
治
十
四
年
十
月
以
降
遂
行
さ
れ
た
デ
フ
レ
政
策
は
、
紙
幣
を
消
却
す
る
と
と
も
に
、
正
貨
の
蓄
積
を
並
行

し
兌
換
券
発
行
の
準
備
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
準
備
正
貨
蓄
積
高
の
紙
幣
発
行
高
に
対
す
る
比
率
に
つ
い
て
の
計

算
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
銀
貨
換
算
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
「
十
八
年
十
二
月
末
日
ノ
準
備
正
貨
現
在
高
四
千
弐
百
余
万
円
ノ
中
、
国
庫
ニ
ア
ル
金
貨
金
地
金
八
百
七
拾
弐
万
八
百
七
拾
六

　
円
九
拾
銭
三
厘
、
国
ニ
ア
ル
外
国
金
貨
及
荷
為
替
取
組
中
ノ
外
国
金
貨
ヲ
我
金
貨
ニ
換
算
シ
テ
五
百
八
万
八
千
七
百
壱
円
七
拾
七

　
銭
弐
厘
、
合
計
千
三
百
八
拾
万
九
千
五
百
七
拾
八
円
六
拾
七
銭
五
厘
ナ
リ
、
之
ヲ
当
時
ノ
相
場
ニ
依
り
銀
貨
ニ
換
算
ス
レ
ハ
、
準

　
備
正
貨
現
在
高
実
ニ
四
千
四
百
九
拾
八
万
六
千
百
弐
拾
七
円
余
ト
ナ
ル
カ
故
ニ
政
府
紙
幣
ニ
対
ス
ル
割
合
八
五
割
九
厘
ト
ナ
リ
」

と
政
府
保
有
の
正
貨
の
中
、
金
貨
、
金
地
金
の
分
は
銀
貨
に
換
算
し
て
、
政
府
紙
幣
発
行
高
に
対
す
る
準
備
比
率
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
明
治
二
十
一
年
八
月
兌
換
銀
行
券
条
例
の
改
正
が
あ
り
、
そ
の
第
二
条
に
、
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「
日
本
銀
行
ハ
兌
換
銀
行
券
発
行
高
ニ
対
シ
同
額
ノ
金
銀
貨
及
地
金
銀
ヲ
置
キ
其
引
換
準
備
ニ
充
ツ
へ
シ
」

と
定
め
ら
れ
、
法
制
上
兌
換
券
発
行
は
金
銀
の
両
金
属
を
準
備
正
貨
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
条
例
の
第
一
条
は
改
正

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
銀
行
券
の
兌
換
は
依
然
と
し
て
銀
貨
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
「
紙
幣
整
理
始
末
」
が

掲
げ
て
い
る
「
物
品
輸
出
入
高
表
」
「
金
銀
輸
出
入
高
表
」
等
に
お
い
て
も
、
明
治
二
十
一
年
以
降
は
金
貨
は
銀
貨
相
場
で
換
算
し

て
す
べ
て
銀
円
を
も
っ
て
掲
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
六
年
に
設
置
さ
れ
た
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
の
報
告
に

お
い
て
も
、
現
行
幣
制
と
い
う
表
現
の
内
容
は
銀
貨
本
位
制
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
「
貨
幣
制
度
調
査

会
」
は
わ
が
国
の
経
済
に
対
し
て
銀
本
位
制
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
調
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
課
題
は
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。

　
一
、
近
時
金
銀
価
格
変
動
ノ
原
因
及
其
一
般
ノ
結
果

　
二
、
近
時
金
銀
価
格
変
動
ノ
我
邦
経
済
上
ニ
及
ボ
ス
影
響

　
三
、
近
時
金
銀
価
格
ノ
変
動
ハ
我
邦
現
行
貨
幣
制
度
ヲ
改
正
ス
へ
キ
必
要
ア
ル
ヤ
否
、
若
シ
其
必
要
ア
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
新
ニ
採

　
　
用
ス
へ
キ
貨
幣
本
位
並
施
行
方
法
。

　
こ
の
調
査
会
の
特
別
委
員
会
は
右
の
一
と
二
の
調
査
課
題
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
銀
本
位
制
度
の
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
対
す
る

得
失
を
調
査
検
討
し
た
が
、
そ
の
結
論
は
二
途
に
別
れ
て
一
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
は
、

次
の
二
様
の
結
論
を
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
甲
結
論

　
　
　
「
近
時
金
銀
比
価
変
動
ノ
我
経
済
社
会
ニ
及
ホ
ス
影
響
ハ
全
体
ニ
於
テ
頗
ル
喜
フ
へ
キ
モ
ノ
ア
リ
、
烈
レ
ト
モ
銀
価
ノ
下
落
物
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価
ノ
騰
貴
ハ
絶
対
的
ニ
国
家
ノ
慶
事
ト
言
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
況
ヤ
本
位
貨
幣
ノ
一
時
ニ
暴
落
ス
ル
カ
如
キ
ハ
経
済
社
会
ヲ
紊
乱
ス
ル

　
コ
ト
極
メ
テ
大
ニ
シ
テ
最
モ
怖
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
、
唯
銀
価
ノ
向
後
際
限
ナ
ク
下
落
ス
ル
カ
如
キ
ハ
其
絶
無
ナ
ル
ヲ

　
信
シ
、
且
金
銀
比
価
ノ
変
動
ヨ
リ
本
邦
卜
金
貨
国
ト
ニ
及
ホ
セ
ル
利
害
ヲ
相
対
照
ス
ル
ニ
当
リ
、
本
邦
ノ
利
ハ
大
ニ
金
貨
国
ノ
利

　
ニ
勝
り
本
邦
ノ
害
ハ
金
貨
国
ノ
害
ニ
及
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ
明
認
ス
」

　
　
乙
結
論

　
　
「
近
時
金
銀
価
格
変
動
ノ
本
邦
ニ
及
ホ
シ
タ
ル
直
接
間
接
ノ
影
響
ハ
、
或
ハ
利
益
ト
ナ
リ
或
ハ
損
失
ト
ナ
リ
或
ハ
弊
害
ヲ
醸
ス

　
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
、
一
時
幾
分
力
輸
出
ヲ
増
進
シ
、
商
工
業
ヲ
振
起
セ
ル
ハ
其
利
益
中
ノ
主
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
労
働
者
ノ
困
難
及

　
外
国
貿
易
渋
滞
ノ
如
キ
ハ
其
損
害
ノ
最
モ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
而
シ
テ
金
銀
価
格
ノ
変
動
ヨ
リ
来
ル
所
ノ
輸
出
ノ
増
進
ハ
銀
ノ
輸

　
入
ヲ
促
カ
シ
、
通
貨
ノ
増
加
ト
ナ
リ
、
物
価
ノ
騰
貴
ト
ナ
リ
、
遂
ニ
輸
入
ノ
超
過
ニ
至
ル
ハ
事
物
ノ
順
序
ニ
於
テ
免
レ
雖
キ
所
ニ

　
シ
テ
永
久
全
般
ノ
利
益
ト
認
ム
コ
ト
能
ハ
ス
」

　
す
な
わ
ち
、
前
者
は
銀
本
位
制
が
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
有
効
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
銀
本
位
制
の
持
続
を
支
持
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
銀
本
位
制
が
物
価
騰
貴
を
招
来
す
る
原
因
と
な
り
、
わ
が
国
の
国
際
収
支
を
悪
化
せ
し
め
る
に
至
る
点

を
指
摘
し
て
銀
本
位
制
に
反
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
銀
価
下
落
の
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
銀
本
位
の
貨
幣
制
度
を
と
る
こ
と
が
、
経
済
発
展
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
利
害

が
あ
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
明
確
な
結
論
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
銀
本
位
制
度
を
改
正
す
る
必
要
な
し
と
す

る
も
の
七
名
に
対
し
、
目
下
改
正
の
必
要
は
な
い
に
し
て
も
将
来
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
を
含
め
て
、
貨
幣
制
度
改
正

の
意
見
を
も
つ
も
の
八
名
と
い
う
の
が
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
の
総
会
の
採
決
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
銀
本
位
制
度
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を
改
正
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
も
す
べ
て
が
金
本
位
制
へ
の
改
革
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
金
貨
本
位
制
を
可
と
す

る
も
の
、
跛
行
本
位
制
を
可
と
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
金
銀
複
本
位
制
を
採
用
す
べ
し
と
す
る
も
の
に
分
裂
し
、
報
告
書
は
各
意
見

を
排
列
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る

｡

　
明
治
十
九
年
以
後
、
わ
が
国
が
そ
の
貨
幣
制
度
を
事
実
上
銀
本
位
制
に
し
た
結
果
、
明
治
二
十
年
代
の
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
ど

の
よ
う
な
推
移
を
示
し
た
か
の
問
題
を
次
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
二

明
治
五
年
以
前
は
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相
場
は
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
い
た
が
、
六
年
以
降
下
落
の
傾
向
を
現
わ
し
た
。
明
治
四

－26－



年
、
新
貨
条
例
を
制
定
し
た
と
き
の
国
際
金
銀
比
価
の
年
平
均
は
金
一
に
対
し
銀
一
五
・
五
七
で
あ
り
、
明
治
八
年
、
増
量
貿
易
銀

の
発
行
を
実
施
し
た
年
の
国
際
比
価
は
一
六
・
五
九
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
明
治
十
一
年
、
増
量
貿
易
銀
の
発
行
を
停
止
し
、
ふ
た
た

び
旧
一
円
銀
貨
を
無
制
限
法
貨
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
年
の
国
際
金
銀
比
価
は
一
七
・
九
四
に
下
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
の
下
に
お
け
る
一
円
銀
貨
の
金
貨
一
円
に
対
す
法
定
比
価
は
一
六
・
一
七
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
法
定
比
価
は
明
治
十
七
年
の
兌
換
銀
行
券
条
例
に
よ
っ
て
銀
行
券
の
銀
貨
兌
換
制
度
が
制
定
さ
れ
た
後
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
明
治
三
十
年
の
金
本
位
制
度
採
用
の
時
ま
で
継
続
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
期
間
中
の
国
際
金
銀
比
価
と
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相
場
は

次
表
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
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明
治
四
年
に
一
オ
ン
ス
六
〇
・
五
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
ロ

ン
ド
ン
銀
塊
相
場
は
、
そ
れ
以
後
漸
次
下
落
し
て
、
明
治

十
九
年
に
は
約
四
分
の
三
の
価
格
に
な
り
、
三
十
年
に
は

半
額
以
下
に
低
落
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
三
年
に
稍

銀
相
場
が
回
復
し
た
の
は
同
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い

て
シ
ャ
ー
マ
ン
条
例
に
も
と
づ
く
銀
買
上
げ
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
の
影
響
で
あ
る
が
、
同
条
例
も
銀
の
市
場
価
格
を

造
幣
平
価
と
等
価
に
維
持
す
る
効
力
が
な
く
、
三
年
後
に

は
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
銀
価
下
落
の
情

勢
の
中
に
あ
っ
て
、
明
治
十
七
年
わ
が
国
は
事
実
上
銀
本



位
制
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
十
二
年
一
円
銀
貨

を
無
制
限
法
貨
と
認
め
て
以
来
法
制
上
は
金
銀
複

本
位
制
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
然
市
場
に
お

い
て
一
円
銀
貨
は
金
貨
に
対
し
て
減
価
し
た
交
換

相
場
を
現
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
明
治
十

三
年
よ
り
三
十
年
ま
で
の
期
間
に
は
二
十
円
・
十

円
・
二
円
・
一
円
の
金
貨
の
鋳
造
は
全
く
行
な
わ

れ
す
、
た
だ
一
ポ
ン
ド
金
貨
に
相
当
す
る
五
円
金

貨
の
み
が
特
別
の
場
合
の
対
外
支
払
手
段
と
し
て

鋳
造
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

間
の
金
貨
一
円
に
対
す
る
通
貨
相
場
と
、
金
銀
貨

の
発
行
高
を
見
る
と
上
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
金
貨
に
対
す
る
銀
貨
相
場
の
下
落
に
つ
い

て
「
明
治
財
政
史
」
は

　
　
　
「
金
貨
ニ
於
テ
ハ
一
般
金
銀
比
価
変
動
ノ
結

　
果
ニ
伴
ヒ
之
カ
時
価
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
レ
リ
、
然

　
レ
ト
モ
是
レ
兌
換
開
始
前
ノ
相
場
ト
全
然
其
性

－28－
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質
ヲ
異
ニ
シ
、
世
界
金
銀
比
価
ノ
変
動
ニ
支
配
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
実
に
已
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」

と
説
明
し
て
い
る
。
世
界
の
銀
産
出
量
が
増
大
し
た
こ
と
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
相
つ
い
で
金
本
位
制
を
採
用
す
る
か
、
あ
る
い

は
銀
貨
の
自
由
鋳
造
を
停
止
し
て
跛
行
本
位
制
に
移
っ
た
た
め
に
銀
需
要
を
減
縮
し
た
こ
と
が
国
際
銀
価
格
の
下
落
を
も
た
ら
し
、

そ
れ
が
わ
が
国
の
通
貨
で
あ
る
銀
貨
に
市
場
相
場
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
に
金
貨
に
対
し
て
約
二
五
％

の
下
落
を
示
し
て
い
た
わ
が
国
の
一
円
銀
貨
は
、
そ
の
後
続
落
し
て
明
治
三
十
年
四
月
に
は
遂
に
二
分
の
一
に
ま
で
低
落
し
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
銀
価
下
落
が
事
実
上
銀
本
位
制
を
と
っ
て
い
た
わ
が
国
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
貨
幣
制
度
調

査
会
」
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
一
、
銀
貨
国
ニ
生
ス
ル
結
果

　
　
日
輸
出
ノ
増
進
、
目
物
価
ノ
騰
貴
、
陶
債
務
者
及
定
額
納
税
者
ノ
負
担
軽
減
、
聯
農
業
ノ
好
況
、
㈲
商
工
業
ノ
発
達
、
丙
租
税

　
　
茲
其
他
収
入
ノ
増
加
、
㈲
労
働
者
ノ
需
要
増
加
、
㈲
国
費
ノ
増
加
、
㈹
給
料
及
労
銀
ヲ
受
ク
ル
者
ノ
困
難
、
印
債
権
者
ノ
不
利
、

　
　
白
投
機
的
企
業
ノ
勃
興
、
白
金
貨
国
ヨ
リ
輸
入
物
品
ノ
騰
貴
茲
輸
入
ノ
減
少
。

　
二
、
金
貨
国
ニ
生
ス
ル
結
果

　
　
０
債
権
者
ノ
利
益
、
○
銀
貨
国
ヨ
リ
輸
入
物
品
ノ
下
落
、
呻
国
費
ノ
減
少
、
帥
物
価
ノ
下
落
、
陶
債
務
者
及
定
額
納
税
者
ノ
損

　
　
失
、
㈲
商
工
業
ノ
不
振
、
㈲
金
利
ノ
下
落
、
内
農
業
者
ノ
困
難
、
㈹
租
税
茲
其
他
収
入
ノ
減
少
、
印
給
料
及
労
銀
ヲ
仕
払
フ
者

　
　
ノ
困
難
、
白
労
務
者
ノ
需
要
減
少
、
白
銀
貨
国
ヨ
リ
貨
物
輸
入
ノ
増
加
。

　
三
、
銀
貨
国
及
金
貨
国
ニ
生
ス
ル
結
果
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明
治
十
九
年
よ
り
三
十
年
に
至
る
輸
出
入
額
を
見
る
と
上
表
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

こ
の
輸
出
入
額
の
う
ち
、
対
金
貨
国
と
対
銀
貨
国
と
の
貿
易
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
異
っ
た
結
果
を
招
い
た
か
の
問
題
を
検
討
し

　
　
０
銀
貨
国
ト
金
貨
国
ト
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
商
業
取
引
ニ
渋
滞
ヲ

　
　
来
ス
コ
ト
、
図
金
貨
国
ヨ
リ
銀
貨
国
ニ
資
木
ノ
放
下
ヲ
減
ス

　
　
ル
コ
ト
。

　
右
の
各
項
の
う
ち
、
わ
が
国
の
経
済
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
影

響
は
、
輸
出
の
増
進
、
農
業
の
好
況
、
商
工
業
の
発
達
、
労
働
力

に
対
す
る
需
要
の
増
加
で
あ
る
が
、
輸
出
の
増
進
に
つ
い
て
、
さ

き
に
あ
げ
た
調
査
会
の
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
金
銀
比
価
ノ
変
動
ハ
輸
出
ノ
増
進
ヲ
促
ス
コ
ト
疑
フ
へ
カ

　
ラ
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
金
銀
比
価
ノ
変
動
シ
ツ
ツ
ア
ル
ニ
際
シ
テ

　
ハ
銀
貨
国
ノ
物
品
ハ
金
ニ
対
シ
テ
ー
時
下
落
ノ
傾
向
ア
ル
カ
故

　
ニ
之
ヲ
金
貨
国
ニ
輸
出
ス
ル
コ
ト
容
易
ナ
レ
ハ
ナ
リ
、
又
銀
貨

　
国
ニ
於
テ
金
貨
国
ト
同
種
ノ
輸
出
品
ヲ
有
ス
ル
場
合
ニ
ハ
競
争

　
上
勝
ヲ
制
ス
ル
コ
ト
難
カ
ラ
サ
レ
ハ
、
彼
此
相
助
ケ
テ
輸
出
増

　
進
ス
ル
ニ
至
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
銀
貨
国
ノ
輸
出
入
ニ
徴
ス

　
ル
ニ
概
ネ
事
実
ナ
ル
ヲ
認
ム
」
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
次
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
銀
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
金
貨
国
に
対
し
て
は
輸
出
の
増
大
・
輸
入
の

抑
制
の
効
果
を
も
た
ら
し
、
ま
た
東
洋
に
お
け
る
銀
貨
国
に
対
し
て
も
金
貨
国
と
の
競
争
上
有
利
な
立
場
に
お
か
れ
て
、
貿
易
規
模

を
拡
大
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
国
際
金
銀
比
価
に
お
け
る
銀
価
格
の
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
銀
の
造
幣
比
価
を
高
く
維
持
し
て

い
る
わ
が
国
の
輸
出
品
を
、
金
本
位
制
を
採
用
し
て
い
る
国
は
廉
価
に
輸
入
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
対

金
貨
国
の
輸
出
は
増
大
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
金
本
位
国
の
物
価
は
下
落
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
下
落
の
程
度
は
銀
価
格

の
下
落
の
程
度
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
金
本
位
国
よ
り
の
わ
が
国
の
輸
入
原
価
は
高
価
に
な
り
、
輸
入
を
抑
制
す
る
効
果
を
生

じ
た
の
で
あ
る
。
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対
金
貨
国
貿
易
は
明
治
十
一
年
を
基
準
に
し
て
、
明
治
二
十
六
年
に
お
け
る
輸
入
増
加
率
は
七
万
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
輸

出
増
加
率
は
二
六
一
・
二
％
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
対
銀
貨
国
貿
易
は
輸
入
増
加
率
五
八
四
・
五
％
、
輸
出
増
加
率
は
二

〇
八
・
二
％
で
あ
っ
た
。

　
輸
出
の
増
大
に
よ
る
国
際
収
支
の
改
善
は
、
わ
が
国
の
正
貨
蓄
積
を
促
進
し
銀
本
位
を
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
さ
ら
に
そ

の
効
果
は
国
内
産
業
の
発
展
、
労
働
力
需
要
の
増
加
へ
と
波
及
し
て
、
わ
が
国
経
済
の
近
代
化
を
進
展
せ
し
め
た
。
明
治
八
年
以
来

大
隈
重
信
が
繰
返
し
健
白
し
て
い
た
国
際
収
支
の
改
善
と
国
内
産
業
の
発
展
の
課
題
は
銀
本
位
制
の
下
に
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
銀
価
格
の
下
落
は
当
然
国
内
物
価
を
騰
貴
せ
し
め
、
明
治
六
年
を
基
準
と
す
る
物
価
指
数
は
明
治
十
九
年
に
は
一
〇
七
で

あ
っ
た
が
、
二
十
六
年
に
は
一
二
一
に
上
昇
し
て
い
た
。
こ
の
物
価
騰
貴
は
財
政
支
出
の
増
加
、
定
額
所
得
者
の
困
窮
と
い
う
悪
影

響
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
物
価
ノ
騰
貴
ニ
依
り
内
地
ニ
於
ケ
ル
物
品
購
求
ノ
経
費
ヲ
増
加
シ
、
又
金
価
ノ
騰
貴
ニ
依
り
金
貨
国
ニ
於
ケ
ル
公
館
ノ
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
及
金
貨
国
へ
ノ
仕
払
額
ヲ
増
加
ス
ル
カ
故
ニ
、
国
費
支
出
ノ
増
加
ス
ル
ハ
避
ク
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」

　
　
　
「
物
価
ノ
騰
貴
ニ
依
り
一
般
生
計
ノ
費
用
増
加
ス
ル
ニ
当
リ
、
給
料
ヲ
受
ク
ル
者
ハ
之
ト
同
時
ニ
其
給
料
増
加
セ
サ
ル
ヲ
以
テ

　
大
ニ
困
難
ヲ
感
ス
ル
ニ
至
ル
へ
シ
、
又
労
銀
ハ
早
晩
増
加
ス
ル
ノ
傾
向
ヲ
有
ス
ル
モ
其
増
加
ハ
概
シ
テ
物
価
ノ
騰
貴
ニ
後
ル
ル
モ

　
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
、
到
底
一
時
ハ
疾
苦
ヲ
惑
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
」

一一32－-



　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
銀
本
位
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
収
支
は
順
調
に
な
り
、
貿
易
規
模
は
拡
大
し
て
、
わ
が
国
経
済
の
発
展
に
対
し
て
積

極
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
他
面
か
ら
見
る
と
、
銀
価
の
下
落
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
対
金
貨
国
輸
出
の
増
加
は
実
質
的

交
易
条
件
の
悪
化
の
下
で
達
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
国
際
金
銀
比
価
が
明
治
十
九
年
に
金
一
に
対
し
銀
二
〇

・
七
八
で
あ
っ
た
の
が
、
二
十
五
年
に
は
二
三
・
七
二
、
三
十
年
に
は
三
四
・
二
〇
に
下
落
し
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
造
幣
比
価

は
金
一
に
対
し
銀
一
六
・
一
七
に
一
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
は
金
貨
国
に
対
し
て
は
、
常
に
平
価
切
下

げ
を
続
け
な
が
ら
貿
易
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
輸
出
を
伸
張
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
い
え
、
一

方
に
お
い
て
金
貨
国
よ
り
の
輸
入
品
の
騰
貴
、
国
内
物
価
の
騰
貴
、
定
額
所
得
者
の
困
窮
、
国
費
の
増
加
と
い
う
犠
牲
の
上
に
遂
行

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
利
害
を
と
も
な
う
銀
本
位
制
を
何
故
に
実
施
し
た
か
の
こ
と
に
つ
い
て
、
松
方
正
義
は
「
償
金
ヲ
以
テ
貨
幣
法
ヲ
実

施
シ
タ
ル
顛
末
ヲ
内
閣
総
理
大
臣
ニ
報
告
」
す
る
に
あ
た
っ
て
。

　
　
　
「
政
府
カ
紙
幣
ノ
整
理
ニ
際
シ
テ
銀
貨
兌
換
ノ
制
ヲ
採
リ
シ
結
果
ハ
勢
ヒ
我
国
ヲ
シ
テ
事
実
上
銀
貨
本
位
国
タ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
免

　
カ
レ
ス
、
是
レ
貨
幣
制
度
ノ
整
理
上
已
ム
ヲ
得
ス
シ
テ
経
過
セ
ル
ー
段
階
タ
リ
シ
ナ
リ
、
抑
モ
我
国
経
済
上
ノ
発
達
ヲ
謀
ラ
ン
ト

　
欲
セ
ハ
世
界
共
通
的
ノ
経
済
界
ニ
入
ラ
サ
ル
可
ラ
ス
、
而
シ
テ
之
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
セ
ハ
世
界
ノ
大
勢
ニ
順
応
シ
テ
早
晩
金
貨
本
位

－33－



　
制
ヲ
採
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
、
本
大
臣
固
ヨ
リ
之
ヲ
熟
図
シ
タ
リ
ト
雖
モ
金
貨
本
位
制
ヲ
実
施
ス
ル
ニ
ハ
巨
額
ノ
金
準
備
ヲ
要
ス
ル

　
カ
為
メ
ニ
、
暫
ラ
ク
兌
換
制
ノ
確
立
ヲ
第
一
著
手
ト
シ
徐
ロ
ニ
最
後
ノ
目
的
ニ
向
テ
進
行
セ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
ノ
シ
」

と
、
貨
幣
制
度
を
金
本
位
制
へ
移
行
せ
し
め
る
た
め
の
過
渡
的
段
階
に
お
け
る
準
備
方
策
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
銀
本

位
制
が
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
及
ぼ
す
利
害
の
軽
重
を
評
価
す
る
こ
と
は
容
易
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
二
十
六
年
十

月
に
設
置
さ
れ
た
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
も
容
易
に
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
二
十
八
年
六
月
の
第
六
総
会
に
お
い
て
漸

く
そ
の
結
論
を
採
決
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
銀
本
位
制
を
改
正
す
る
必
要
あ
り
と
す
る
者
八
名
に
対
し
、
改
正

の
必
要
な
し
と
す
る
者
が
七
名
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
当
時
銀
本
位
制
を
捨
て
る
こ
と
は
困
難
な
問
題
で
あ
っ

こ
と
が
察
知
で
き
よ
う
。

　
当
時
、
銀
価
の
下
落
に
対
す
る
方
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
貨
幣
制
度
を
樹
立
す
べ
き
か
は
、
ひ
と
り
わ
が
国
に
限
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
銀
を
豊
富
に
保
有
す
る
国
々
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
用
銀
の
使
用
を
増
加
し
、
金
銀
比

価
を
安
定
せ
し
め
よ
う
と
す
る
国
際
複
本
位
制
の
運
動
は
い
ま
だ
終
結
し
て
い
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
年
）
に
は

ア
メ
リ
カ
の
提
唱
に
よ
っ
て
第
三
回
目
の
国
際
貨
幣
会
議
が
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
開
催
さ
れ
、
国
際
複
本
位
制
の
採
用
に
つ
い
て
の
論
議

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
に
お
い
て
貨
幣
制
度
の
改
革
を
必
要
と
す
る
委
員
八
名
の
う
ち
に
も
荘

田
平
五
郎
と
田
口
卯
吉
の
二
名
の
委
員
は
新
た
に
採
用
す
べ
き
貨
幣
制
度
は
複
本
位
制
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
と

に
田
口
卯
吉
は
万
国
複
本
位
同
盟
の
成
立
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
田
口
卯
吉
は
金
貨
本
位
採
用
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
、
金
の
産
出
量
が
不
定
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
金
価
騰
貴
の
割
合
が
銀
価
下

落
の
程
度
よ
り
も
大
で
あ
る
点
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
「
新
貨
条
例
」
に
定
め
ら
れ
た
一
円
金
貨
を
通
貨
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と
す
る
場
合
に
は
、

　
　
　
「
直
ニ
一
円
銀
貨
ノ
法
貨
タ
ル
コ
ト
ヲ
廃
止
シ
、
日
本
銀
行
兌
換
券
ノ
銀
貨
交
換
ヲ
停
止
シ
、
漸
次
兌
換
券
ヲ
減
縮
ス
ル
コ
ト

　
恰
モ
明
治
十
五
年
以
後
政
府
ニ
於
テ
紙
幣
ヲ
償
却
シ
タ
ル
如
ク
シ
、
其
相
場
ヲ
シ
テ
終
ニ
現
今
弐
百
余
円
ノ
相
場
ア
ル
金
貨
ト
同

　
一
ニ
至
ラ
シ
メ
然
ル
後
金
貨
交
換
ヲ
開
始
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
、
是
レ
特
ニ
之
ヲ
実
行
ス
ル
至
難
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
愈
々
之
ヲ
実
行

　
ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
今
日
ノ
物
価
ハ
直
ニ
半
額
ニ
下
落
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
経
済
社
会
ノ
混
乱
名
状
ス
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
」

が
あ
る
と
説
き
、
ま
た
現
行
の
一
円
銀
貨
と
同
価
の
新
金
貨
を
鋳
造
す
る
と
す
れ
ば
約
二
分
の
一
の
切
下
げ
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
ず

　
「
奇
異
ナ
ル
小
形
金
貨
」
を
本
位
貨
幣
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
で
金
単
本
位
制
に
反
対
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
銀
本
位

制
も
ま
た
銀
価
低
落
に
よ
る
本
位
動
揺
の
弊
害
を
も
つ
も
の
で
完
全
な
る
本
位
制
度
と
は
い
え
な
い
。
し
か
る
に
複
本
位
制
は
、
一

般
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
交
代
本
位
で
は
な
く
、
金
銀
両
貨
併
行
本
位
で
あ
り
、
し
か
も
金
銀
の
造
幣
公
価
と
市
中
相
場
と
を
均
一
に

帰
せ
し
め
る
す
ぐ
れ
た
制
度
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
銀
本
位
制
が
わ
が
国
の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
そ
の
利
益
が
大
き
い
と
い
う
論
拠
に
も
と
づ
い
て
、
現
行
幣
制
を
改
正
す
る
必

要
な
し
と
主
張
す
る
七
名
の
う
ち
、
和
田
垣
謙
三
、
金
井
延
、
渋
沢
栄
一
、
小
幡
篤
次
郎
、
高
田
早
苗
の
五
名
の
委
員
は
、
将
来
万

国
複
本
位
同
盟
が
成
立
す
る
時
に
は
こ
れ
に
加
盟
す
べ
き
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
銀
本
位
制
の
利
点
を
主
張

す
る
渋
沢
栄
一
の
意
見
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
近
の
金
銀
比
価
の
変
動
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
排
銀

の
傾
向
が
激
し
い
こ
と
と
、
一
方
金
需
要
が
増
加
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
産
額
の
少
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国

に
お
い
て
い
ま
金
貨
単
本
位
制
を
と
る
べ
し
と
唱
え
る
意
見
は
こ
れ
を
一
個
の
学
説
又
は
一
国
制
度
上
の
虚
栄
を
衒
う
説
論
と
い
う

べ
き
で
、
現
実
に
適
応
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
は
銀
本
位
に
よ
っ
て
利
益
を
享
け
る
こ
と
き
わ
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め
て
大
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
　
「
試
ニ
連
年
我
外
国
貿
易
ノ
景
況
ヲ
見
ル
ニ
、
金
銀
比
価
ノ
変
動
ハ
恰
モ
金
貨
国
ニ
対
ス
ル
輸
出
ヲ
保
護
セ
ル
傾
向
ヲ
呈
シ
、

　
明
治
十
一
年
ノ
対
金
貨
国
輸
出
額
八
千
六
百
弐
拾
五
万
四
千
円
ナ
リ
シ
ニ
明
治
二
十
六
年
ニ
八
五
千
八
百
七
拾
万
六
千
円
ト
ナ
リ

　
テ
、
殆
ト
二
十
六
割
以
上
ノ
増
加
ヲ
示
シ
尚
ホ
益
々
増
進
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
、
之
ニ
反
シ
テ
明
治
十
一
年
ノ
対
金
貨
国
輸
入
額
ハ
弐

　
千
七
百
弐
拾
参
万
参
千
円
ナ
リ
シ
ニ
明
治
二
十
六
年
ニ
ハ
四
千
六
百
七
拾
七
万
九
千
円
ニ
シ
テ
僅
ニ
七
割
余
ノ
増
加
ニ
過
キ
ス
、

　
是
レ
他
ナ
シ
金
貨
国
ぺ
輸
出
ス
ル
物
品
ハ
其
価
格
低
落
シ
金
貨
国
ヨ
リ
輸
入
ス
ル
物
品
ハ
其
価
格
騰
貴
セ
ル
カ
故
ナ
リ
、
既
ニ
輸

　
出
貿
易
増
進
シ
テ
輸
入
貿
易
沮
遏
ス
レ
ハ
随
テ
工
業
ノ
発
達
ヲ
促
カ
シ
、
従
来
金
貨
国
ヨ
リ
輸
入
セ
ル
物
品
ヲ
内
地
ニ
於
テ
製
出

　
ス
ル
ニ
至
リ
シ
モ
ノ
甚
タ
多
ク
、
現
ニ
綿
絲
紡
績
、
絹
織
物
、
木
綿
織
物
、
洋
紙
、
摺
附
木
等
ノ
製
造
ノ
如
キ
其
著
大
ナ
ル
モ
ノ

　
ニ
シ
テ
、
此
他
数
年
来
ニ
勃
興
シ
タ
ル
各
種
ノ
生
産
事
業
ハ
殆
ド
枚
挙
ニ
遑
ア
ラ
ス
、
終
ニ
学
術
応
用
ノ
区
域
ヲ
伸
張
シ
労
働
者

　
ノ
需
要
モ
亦
頻
リ
ニ
増
加
シ
国
家
ノ
富
源
著
々
ト
シ
テ
進
歩
ス
ル
ヲ
見
ル
、
之
ヲ
如
何
ソ
ー
般
ノ
経
済
上
其
利
益
ヲ
享
ケ
タ
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
ト
頗
ル
大
ナ
リ
ト
言
ハ
サ
ル
ヲ
得
ン
ヤ
」

　
こ
の
よ
う
に
銀
本
位
制
の
持
続
を
主
張
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
複
本
位
制
を
可
と
す
る
も
の
は
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
の
委
員
の

う
ち
九
名
に
達
し
、
金
貨
本
位
を
主
張
す
る
委
員
六
名
を
凌
駕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
十
九
年
以
降
、
わ
が
国

は
た
え
ず
平
価
切
下
げ
を
継
続
し
た
の
と
同
様
の
効
果
を
も
つ
銀
本
位
制
に
も
と
づ
い
て
貿
易
を
行
な
い
、
実
質
的
な
交
易
条
件
の

悪
化
を
忍
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
わ
が
国
経
済
の
工
業
化
は
急
速
に
進
展
し
、
い
わ
ゆ
る
離
陸
の
段
階
を

進
み
つ
つ
あ
っ
た
事
実
を
認
め
、
銀
本
位
制
を
高
く
評
価
す
る
諭
者
が
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
銀
価
の
下
落
が
結
局
為
替
相
場
の
不
安
定
、
物
価
の
騰
貴
、
投
機
的
企
業
の
勃
興
を
ま
ね
き
経
済
を
混
乱
せ
し
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め
る
に
至
る
状
況
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
政
府
は
明
治
二
十
八
年
以
降
専
ら
金
吸
収
の
方
策
を
求
め
、
明
治
三
十
年
に
は
日

本
銀
行
の
兌
換
準
備
中
に
金
貨
三
千
三
百
余
万
円
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
清
国
よ
り
の
償
金
取
寄
せ
分
金
貨
六
千
五
百
余

万
を
得
て
、
同
年
二
月
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
は
金
本
位
制
実
施
の
た
め
に
「
貨
幣
法
案
」
を
閣
議
に
提
出
し
、
三
月
二
十
六
日
貨
幣

法
の
制
定
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
の
時
新
一
円
金
貨
は
当
時
通
用
の
一
円
銀
貨
と
ほ
ぼ
同
価
格
に
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

新
金
貨
は
「
新
貨
条
例
」
に
も
と
づ
く
本
位
金
貨
の
半
額
と
な
り
、
遂
に
法
制
上
公
け
に
平
価
切
下
げ
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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